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これまでの対応状況及び今後の予定

経緯

第６回クリアランスに関する審査会合（2021年6月21日）において、申請対象物※の表面
汚染密度の均一性や測定単位の保守性などに関し、エビデンスが不足している旨の指摘
があった。
審査を一時中断し、エビデンスを充実するための追加データを採取することとした。

これまでの主な対応状況

〔表面汚染密度の測定〕

島根１号炉全対象物及び除染を実施した島根２号炉対象物の表面汚染密度をGMサーベ
イメータで測定し、すべて検出限界値未満で均一な汚染の傾向を示すことを確認（対応完）

〔放射化学分析（放射能濃度の測定）〕

島根１号炉全対象物及び除染を実施した島根２号炉対象物ごとに、主蒸気が通過する
箇所（噴口部など）からサンプルを切り出し、Ge波高分析装置でCo-60等の放射能濃度を
測定し、クリアランス判断基準（Co-60の基準値（0.1Bq/g）の1/33を超えないこと）を満足
することを確認。現在、社内レビュー結果に基づき追加対応中（１月末対応完了見込み）

※ 島根１、２号炉 撤去済タービン設備（低圧ダイヤフラム及び低圧内部車室）

今後の予定

追加対応中の放射化学分析結果を含めて審査資料として取り纏め、電事連レビュー実施
後に、審査再開をさせたい。（今年度末目途）
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対応工程（これまでの対応状況及び今後の予定）


